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令和６年度（2024 年度） 第４回社会教育入門講座 

＜事業報告＞ 

 

Ⅰ 事業の概要について 

 １ 事業名 

   令和６年度（2024 年度）第４回社会教育入門講座 

 

２ 開催日時 

   令和６年（2024 年）９月５日（木） 15:30～17:00 

 

 ３ 開催場所 

   Web 会議システム（Zoom）によるオンライン開催 

 

 ４ 参加人数 

   ３８名 

 

 ５ 参加者属性（区分/「社会教育主事」任用資格の有無/社会教育の経験年数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次のページへ続く）    
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 ６ プログラム 

 
            15:20     15:30                                                                        16:30                              17:00 

 入室 講 義 情報交流 閉会 

 

  講  義：「生涯スポーツ社会の実現に向けて」 

講  師：一般社団法人 Next Creation Japan 牧 谷 宇佐美 氏 

 

 

Ⅱ アンケート結果 

 １ 本講座の満足度について 

 

 

 ２ 講義の理解度について 

 
 

 

（次のページへ続く）    
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３ 情報交流の満足度 

 

 

 ４ 講座全体を通して 

 

 

 ５ 生涯スポーツと社会教育の関わりについて気付いたことや大切にしたいこと（自由記述） 

・元アスリートの視点から、生涯スポーツの考え方を聞けたので、良かった。 

・地域移行の観点、自治体や関連企業、人材、財源の確保など多角的な視野が必要。 

・地域全体で子どもの育成は未来のために重要だと感じた。 

・役割を理解する、理解させること。 

・今の子どもたちに足りないものを可視化してくれて、そこに大人がどう関わっていくかとい

うところで、苦手なことに接しているときに具体的な特徴をとらえて第三者から声をかけて

もらえた経験を積むことが効果的と先生からお話もらえて実践していきたいと思った。 

・地域の実情に即したコミュニケーションの大切さを改めて感じた。 

・技術等の表面的なことだけではなく、内面的なことも合わせて教えていくのが大切であり、

どちらか一つだけではダメだと思った。 

（次のページへ続く） 
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・スポーツはやるも見るも、様々な形で人生に影響を与えることはもちろん、人としての成長

を得られる貴重な教育の機会であることを改めて感じた。健康やコミュニケーションのため

など、様々な形で生涯取り組む大切なものと実感した。 

・社会教育の関係で幅広い世代と関わる中、子どもの成長を見守る場面も多いので、そんな時

に今回お話しいただいたことを思い出しながら良い方向に子どもたちの歩みを進めてあげら

れたらと思った。 

・自分は周りの人からどう見られているのか？何を求められているのか？役割を理解すること

はスポーツだけではなく仕事にも言えることだと感じた。 

 

６ 講座全体を通して、感想や理解したこと、気付いたこと（自由記述） 

・教員という立場で参加したが、学校という枠をどう越えた活動ができるのか、ということを

考えさせられた。 

・うまくいかない子どもに上を見せるのではなく、役割を考えさせるという指導が現代的で、

うまく行けば前向きになってくれる良いことだと感じた。 

・我慢と忍耐 

・自分の役割を把握し、取り組むことが重要だということが印象に残った。 

・コミュニケーション能力など、人間としての「感度」が低下しているというお話があった

が、そこをどうしていくか？というところはしっかり考える必要があると感じた。 

・生涯スポーツ社会の実現に向けてというテーマに沿った内容も聞きたかった。 

・隣や人の表情を見ない現代人というところは私も都会に住んでいたときに感じていたところ

だったので、とても共感できた。 

・スポーツと教育の両方の掛け合わせ、とても分かりやすく、偉人の解説もあり面白かった。 

・スポーツ選手の取り組み方や考え方は、そのまま社会人生活につながるものがものすごく沢

山あると思った。一人で完結するものではなく、人との関わりを大切に感じる機会となると

思った。 

・役割ということについてはスポーツに限らず、多岐にわたって当てはまる話だと思った。自

分に与えられた仕事は何なのか、役割は何なのか、改めて見つめ直し、今後も活動していこ

うと思う。 

・全体交流でも出ていたが、時間の使い方のところが印象に残った。スポーツに限らず仕事で

も役立つ考え方と思った。 

・交流の中で「学校から離れたらスポーツから離れる」という話を聞いて、部活動の地域移行

は地域をスポーツに近づけるきっかけになると感じた。 

 

７ 今後、当講座で取り上げてほしいテーマについて（自由記述） 

・当麻町の取り組みを始めとした、部活動の地域移行について、成功している自治体、逆に課

題を抱えている自治体等のディスカッション 

・部活動地域移行について 

・生涯スポーツについて、子どもからお年寄りまで幅広い年齢を対象にした講座、社会教育担

当がどのようなことが出来て、どのようなことが必要なのかをテーマとした講座が聞きたい 

・熟議の例 

・スポーツだけではなく、文化的な活動事例があったら知りたい 

・生涯スポーツについての講座があれば聞いてみたい(特に高齢者分野のものに興味がある)。 

 


